
改善箇所説明図

基準不適合発生箇所 

燃料タンク敷板

増設燃料タンク 

　　識別：燃料注入口のカバー裏側に、白色ペイントを塗布する。

　　　注： 　は、交換する部品を示す。

改善前 改善後

基準不適合発生箇所 

 燃料タンクを増設した観光バスにおいて、当該タンクの敷板の形状が不適切なため、

タンク底面と敷板の間に水が溜まり、腐食することがある。そのため、そのままの状態

で使用を続けると、当該タンクに穴が開き、燃料が漏れるおそれがある。 

 改善の内容： 全車両、燃料タンクを新品に交換し、敷板を対策品に変更する。  
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